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現代に おいて はすべ て 形而上 的な 一 切の 思想 は 季節 

外れで ある。 芸術 (特に 文学) においても 幻想 的な、 

主観的な、 浪漫的な もの はすで に 過去の 遺物で でも あ 

るかの 如く 蔑視され ている。 

時代 の 潮流と 共 に 歩調し 得な い あら ゆる 思想 や 芸術 

は ほろび 去る がいい！ 

来るべき 天国への 鍵 は 新興 プロレタリア ー ト のみで 

把握して いるの だ。 自余の ブル ジョァ 的、 小 ブル ジョ 

ァ的、 インテリゲンチャ 的の 一 切 は 来るべき 天国への 



ごラ しょ 

かれは 大劫 初から それ を 目的と せねば ならぬ 様に 運命 

づ けられて いる。 かれの 目的と はた だかれに 与えられ 

た 運命の 追認 的 ホン ャク であり、 自己欺瞞 である。 

経験的に は 意志 は 価値に よって 導かれる。 ゆえに 価 

値 は 意志より 原始的の ものに 見える がそう でない。 意 

志あって はじめて 価値なる もの は 設定せられ るので あ 

る。 
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価値 は 機 制に 付帯した 副 感情で ある。 副 現象で ある。 



この 処 から 確証 を 得る。 

徹底的な 形而上 的 虚無 思想 はこ こ を 通らねば ならな 
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個体なる もの は その 如何なる 個体で も 本来が 本当の 

個体で はない から 本当の 統一 はない。 一つの 個体 は 無 

数の 執 意、 無数の 惰性の 中心に 過ぎない。 ただ その 中 

の 一 つの ものが 偶然の 事情で 最も 強い 型式 を 獲得した 

ので、 他の もの は 亡びた のでな く、 皆 その 下に 雌伏し 

たのに 過ぎぬ。 それゆえ 一 朝 事情が 変ずれば 勿ち 雌伏 

くっさ 

した もの は 雄飛し、 崛 起して 第一 の もの を 覆す。 そう 

して それが 調整す る 余地がなければ その 時に 大抵 個 物 



人間が 生きる 上に おいて 哲学 や 芸術が 不必要 だ と い 

うような 考え は、 生きる 上に タパ コゃ 酒が 不必要 だと 

いう 説と 少しもち がい はない ので ある。 必要 〔# 「必 

要」 は 底本で は 「心 要 匕、 不必要 を 論じて 極端に 行けば 

人間が 生きて いる こと そのこと が 不必要で あると さえ 

いえる。 われわれ はなん のために 生きて いるの か、 国 

家の ため か、 両親の ため か、 愛する 女の ために か、 無 

産 階級 解放の ため か、 芸術の ため か、 酒の ため か、 資 

本家の ため か —— 生きる 対象 は 無数に 存在す る。 しか 



とに 角、 私が これ を 書いた こと は 古谷 式に いえば 劫 

初から 定められた 一 つの 惰性で ある。 古谷 氏が 書かせ 

たもので も、 私が 書いた ので もない …… DADA が 書 

いたの だ。 
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